
 

 

 

 

 

Ⅰ 全国学力学習状況調査の結果 
 令和６年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。 

 
１ 調査の概要 
（１）目的 
 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 
（２）調査期日 令和６年４月１８日（木） 

 
（３）調査を実施した校数・児童生徒数 

 
 
 
 
 
２ 美祢市の結果 

 
（１）教科に関する結果 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年 １１校 児童数 １２１人 

中学校第３学年   ５校 生徒数 １５３人 

 小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 

美祢市 58 52 59 46 

山口県 68 64 58 52 

全国 67.7  63.4 58.1 52.5 

令和６年度 全国学力・学習状況調査及び 

山口県学力定着状況確認問題の結果について（美祢市）     
 



  【教科の出題の具体より（（ ）は県平均との差）】 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 
算 数 

△ 計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを

式や言葉を用いて記述できる（-24.0％） 
△ 折れ線グラフから必要な数値を読み取り、条件に当てはまることを言葉と数を

用いて記述できる（-15.8％） 
△ 百分率で表された割合について理解している（-8.4％） 

◎ 具体と抽象など情報と情報との関係について理解している（+7.1％） 
◎ 行書の特徴を理解している（+8.5％） 
△ 観点を明確にして文章を比較し、表現の効果について考えることができる 
（-5.3％） 
△ 表現の技法について理解している（-5.0％） 

 

中学校 
国 語 

◎ 問題場面における考察の対象を明確に捉え、正の数と負の数の加法の計算がで

きる（+3.7％） 
△ 等式を目的に応じて変形することができる（-22.6％） 
△ 連続する二つの偶数を、文字を用いた式で表すことができる（-13.8％） 

小学校 
国 語 

△ 日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気

付くことができる（-16.2％） 

△ 登場人物の相互関係や心情などについて、描写を基に捉えることができる 

（-15.6％） 

△ 資料を活用するなどして、自分の考えが伝わるように表現を工夫することが

できる（-15.4%） 

中学校 
数 学 



  【特に課題が大きかった内容（（ ）は県平均との差）】 

 
 
 
 

 

 
 
  
 
 
 
 

小学校 
国 語 

日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役立つことに気

付くことができる（-16.2％） 

 



 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表現の技法について理解している （-5.０％） 中学校 
国 語 

計算に関して成り立つ性質を活用して、計算の仕方を考察し、求め方と答えを式

や言葉を用いて記述できる（-24.0％） 

小学校 
算 数 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校 
数 学 

等式を目的に応じて変形することができる（ -22.6％）



Ⅱ 山口県 4 月確認問題の結果 
 令和６年度全国学力・学習状況調査と同時期に実施いたしました、山口県 4 月確認問題の

結果についてお知らせします。 

 
１ 調査の概要 
（１）調査期日 令和６年４月１８日（木） 

 
（２）調査を実施した校数・児童生徒数 

 
 
 
 
 
 
２ 美祢市の結果 

 
（１）教科に関する結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第５学年 １０校 児童数 １１２人 

中学校第１学年  ５校 生徒数 １５０人 

中学校第２学年   ５校 生徒数 １２５人 

 小学校第５学年 

国語 算数 

美祢市 58.7 60.3 

山口県 61.2 63.2 

 中学校第１学年 中学校第２学年 

国語 数学 国語 数学 英語 

美祢市 72.3 61.7 59.7 44.7 50.9 

山口県 74.2 60.5 68.3 49.0 51.9 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 美祢市の子どもたちの抱える課題として、既習学年における基礎・基本の定

着が不十分な子どもたちも多くみられます。 
○ 国語科においては、条件付き作文をはじめとした表現力に課題がみられまし

た。 
○ 算数・数学科においては、単純計算はできても、計算の意味理解や、活用と

いった部分で課題がみられました。 

 
 このような課題を受けて、美祢市では以下のような取組を行いました 

 
① 子どもたちの学力の定着状況に応じて把握を行い、その子に応じた支援の検

討 
② 全教職員や地域・保護者の方の協力を得て、前の学年の内容から復習を行う、

全校体制の学び直しの時間の設定 
③ 子どもたちが自己選択・自己決定を行いながら、主体的に学びを進める自由

進度学習による授業改善 

 

全国学力学習状況調査及び 4 月確認問題の分析及び取組 



Ⅲ 山口県学力定着状況確認問題の結果 
 前項の取組を経て１１月に実施された、山口県学力定着状況確認問題の結果についてお知

らせします。 
 
１ 調査の概要 
（１）調査期日 令和６年１１月１１日（金）～１８日（金）の学校が定める任意の日 

 
（２）調査を実施した校数・児童生徒数 

 
 
 
 
 
 
 
２ 美祢市の結果 
（１）教科に関する結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第５学年 １０校 児童数 １１２人 

小学校第６学年 １１校 児童数 １２０人 

中学校第１学年  ５校 生徒数 １５０人 

中学校第２学年   ５校 生徒数 １２４人 

 小学第５学年 小学第６学年 

国語 算数 理科 国語 算数 

美祢市 66.3 55.4 54.7 59.7 46.1 

山口県 69.1 55.3 53.8 64.8 51.7 

 中学校第１学年 

国語 数学 

美祢市 61.8 58.3 

山口県 62.6 58.6 

 中学校第２学年 

国語 数学 理科 英語 

美祢市 57.9 50.4 43.9 50.0 

山口県 57.8 52.0 45.0 46.8 
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（２）４月各種調査と１１月調査との比較 
 下のグラフは、県全体の平均を０とした際の、４月から１１月の変化をグラフ化したもの

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４月の全国学力・学習状況調査や４月確認問題と 11 月山口県学力定着状況確

認問題の結果結果についてその変化を比較した際に、多くの教科で改善している

様子が見られます。 
これらは、各学校において全校体制での学び直しの取組を充実させたり、一人

ひとりの学力の状況を見直し、個に応じた指導の工夫を進めたりしてきた結果で

あると考えられます。 
さらに、子どもたちが自己選択・自己決定をしながら主体的に学習を進める、

自由進度学習による授業改善を進めたことによる、子どもたちの学習意欲の向上

がみられました。 
しかしながら、基礎的な計算や文章表現などの基礎的・基本的な内容の定着に

ついていまだに課題も見られます。以下の点を重点取組事項として、今後も子ど

もたちの確かな学力の定着に向けて取り組んでまいります。 

 
 ① 子どもたちの学力の実態把握と取組内容の検討 
 ② 子どもの主体的な学びを支える授業改善 
 ③ 各学年で身に付けるべき基礎・基本の定着に向けた取組 

 

11 月山口県学力定着状況確認問題の分析及び取組 


